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■ 検討依頼事項

１ 生徒の多様な学びのニーズへの対応【第２回・第３回】
⑴ 不登校生徒の学習機会の確保

・ 全日制・定時制・通信制，学びの多様化学校
⑵ 全ての生徒の学びの充実

・ 探究・文理横断・実践的な学び
・ 産業界等と専門高校の連携・協働
・ 単位制

⑶ その他

２ 生徒数減少への対応【第４回・第５回】
⑴ 少子化が加速する地域における高校教育の在り方

・ 学校の配置，学校の規模，通学区域
・ 小規模校の教育条件の改善（遠隔授業など）

⑵ 生徒が行きたいと思える学校づくり，特色化・魅力化
⑶ その他（通学支援，寮）
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■ 本日，検討していただきたいテーマ

◎ 生徒の多様な学びのニーズへの対応

『全ての生徒の学びの充実』

⑴ 普通科の学びの充実

⑵ 専門学科の学びの充実

⑶ 総合学科の学びの充実

⑷ その他

普通科
改革 探究・

文理横断・
実践的な
学び

理数系
教育 産業界や

大学等との
連携・協働

学校間
連携

単位制地域
人材の
育成

ＤＸ
ﾊｲｽｸｰﾙ

地域
活性化

魅力
発信

国際理解
教育
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（出典）「高等学校教育の在り方ワーキンググループ審議まとめ概要」
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説明資料

１ 「各課程・各学科」の現状等
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■ 本県公立高校「全日制・定時制・通信制」の現状（令和７年４月）

農業科 工業科 商業科 水産科 家庭科 看護科 福祉科 その他

学校数 40 10 13 22 1 7 2 3 11 5 【68】

学級数 140 19 45 48 3 13 2 3 16 8 297

在籍者数 13,481 1,061 4,220 4,246 289 1,172 56 144 1,389 527 26,585

学校数 1 2 【2】

学級数 1 2 3

在籍者数 75 88 163

学校数 41 10 13 24 1 7 2 3 11 5 【68】

学級数 141 19 45 50 3 13 2 3 16 8 300

在籍者数 13,556 1,061 4,220 4,334 289 1,172 56 144 1,389 527 26,748

※学校数：複数の学科を設置している場合，それぞれの学科に計上

※学級数：令和７年度の第１学年の学級数

農業科 工業科 商業科 水産科 家庭科 看護科 福祉科 その他

学校数 1 1 【1】

在籍者数 2,259 1 2,260

定時制

通信制

計

普通科
専門学科

計

※「その他」には，理数科，文理科，文理科学科，体育科，情報科学科，音楽科，美術科，スポーツ健康科，
　　生活情報科を含む。

総合学科 計

普通科
専門学科

総合学科

全日制
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■ 本県公立高校「普通科」及び「専門学科（普通系その他）」の現状（令和７年４月）
募集定員 専門学科 募集定員

文系 理系 その他 １年・２年・３年 １年 ２年 ３年 普通系その他 １年・２年・３年 １年 ２年 ３年

1 鶴丸 ○ ○ 320 322 318 314
2 甲南 ○ ○ 320 320 318 315
3 鹿児島中央 ○ ○ 320 323 321 309
4 錦江湾 ○ ○ 教養 160 94 133 109 理数 80 50 48 46
5 武岡台 理数 人文，外国語 240 241 234 230 情報科学 80 77 78 79
6 開陽 180 79 105 93
－ 明桜館 文理科学 120 73 66 99

音楽 40 34 34 31
美術 40 40 39 36

8 鹿児島東 文理，総合，教養 80 60 65 34
9 鹿児島南 ○ ○ 160 160 158 155 体育 40 38 33 39
10 ＊鹿児島玉龍 ○ ○ 240 240 235 225
－ ＊鹿児島商業 ｱｽﾘｰﾄｽﾎﾟｰﾂ 40・40・－ 39 40 －
11 伊集院 ○ ○ 240 195 201 160

○ ○
13 指宿 ○ ○ 文総，理総 120 71 73 73
14 頴娃 40 15 15 25
15 加世田 ○ ○ 120 79 80 79
16 川辺 ○ ○ 総合 80 58 32 30
17 川内 ○ ○ 280 275 274 273
18 薩摩中央 ○ ○ 40 9 15 17
19 出水 ○ ○ 120・120・160 111 87 90
20 大口 ○ ○ 80 35 29 46
21 蒲生 普通，総合 80 55 40 37
22 加治木 ○ ○ 320 319 319 301
23 国分 ○ ○ 280 280 253 199 理数 40 40 39 29
24 福山 40 11 13 7
－ ＊国分中央 ｽﾎﾟｰﾂ健康 40 38 37 36
25 曽於 40 32 22 21 文理 40 16 6 10
26 志布志 ○ ○ 英語系 120 71 67 101
27 楠隼 ○ ○ 90 57 51 42
28 鹿屋 ○ ○ 240 239 238 189
29 垂水 ビジネス，進学 40 7 9 8
30 ＊鹿屋女子 ○ ○ 40 38 35 40
31 種子島 ○ ○ 総合(生活，教養) 80 44 44 46

○ ○ 教養 40・40・80 25 14 39
40・40・－ 14 17 －

33 屋久島 ○ ○ 環境 80 33 35 37
34 大島 ○ ○ 240･240･280 214 219 202
35 大島北 40 26 27 26
36 古仁屋 進学，情報ビジネス 80 26 37 32
37 喜界 40 16 19 28
38 徳之島 ○ ○ 80 40 52 38
39 沖永良部 ○ ○ 80 34 53 47
40 与論 ○ ○ 総合 80 45 40 46

（定時） （開陽） 40 25 38 12

240 215 233 236

32 種子島中央
ミライデザイン

7 松陽 文科 理科 体育，書道，英語

12 串木野
内部特進

一般

「普通科」41校：13,556人 「専門学科（普通系その他）」９校：1,270人

No
普通科学校名

＊市立

在籍者数 在籍者数

80 35 56 33
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■ 本県公立高校「専門学科」の現状（令和７年４月）
募集定員 募集定員 募集定員 募集定員 募集定員 募集定員

1年･2年･3年
１
年

２
年

３
年

1年･2年･3年
１
年

２
年

３
年

1年･2年･3年
１
年

２
年

３
年

４
年

1年･2年･3年
１
年

２
年

３
年

1年･2年･3年
１
年

２
年

３
年

1年･2年･3年
１
年

２
年

３
年

1 開陽 福祉40 36 28 23

2 明桜館 80 73 67 76
3 鹿児島工業 360 359 356 303

4 鹿児島南 120 120 119 119

5 吹上 80 46 46 56 40 18 22 26
6 市来農芸 120 65 43 40
7 ＊鹿児島商業 240・240・280 240 231 118

8 ＊鹿児島女子 160 102 74 100 160 150 135 137

9 山川 40 6 8 10 生活情報40 15 7 11

10 頴娃 40 40 33 30
11 鹿児島水産 水産120 93 98 98

12 加世田常潤 40 14 19 12 生活福祉40 6 3 8
13 薩南工業 120 55 61 56 40 25 31 25
14 指宿商業 200 137 174 148

15 川内商工 240 238 184 196 80 80 79 61
16 川薩清修館 40 14 14 6
17 薩摩中央 80 52 57 28 福祉40 9 19 12

18 鶴翔 80 38 27 29
19 野田女子 80 35 33 34 看護40 9 10 13

20 出水工業 120 76 61 75
21 出水商業 160 125 144 152

22 伊佐農林 40 7 23 9 生活情報40 30 34 22

23 霧島 40 11 10 18
24 蒲生 40 29 24 28
25 加治木工業 280 223 209 258

26 隼人工業 160 126 152 133

27 福山 40 13 20 19
28 国分中央 40 39 39 27 120 94 116 108 80 80 76 77
29 曽於 40 21 19 23 40 37 25 38 40 40 32 38
30 串良商業 120 67 79 67
31 鹿屋農業 240 115 117 140

32 鹿屋工業 240 228 161 191

33 垂水 40 20 15 16
34 南大隅 80 22 27 38
35 鹿屋女子 80 58 65 74 80 73 65 62
36 種子島 40 18 7 9 40 17 14 26
37 種子島中央 40 33 32 38
38 屋久島 40 22 25 23
39 奄美 40・80・80 21 26 25 80 57 49 49 40 29 30 24 看護40 6 8 10

40 大島北 40 22 28 19
41 喜界 40 23 31 14
42 沖永良部 40 30 28 26

（定時） （開陽） 40 25 26 14
（定時） （奄美） 40 12 7 3 1

学校名
＊市立

農業 工業 商業 水産・看護・福祉 その他
在籍者数 在籍者数 在籍者数 在籍者数 在籍者数 在籍者数

家庭

「その他」２校：119人「農業科」10校：1,061人 「工業科」13校：4,220人 「商業科」24校：4,334人 「家庭科」７校：1,172人
「水産」１校：289人
「看護」２校： 56人
「福祉」３校：144人
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■ 本県公立高校「総合学科」の現状（令和７年４月）

学校名 募集定員
１年

在籍者数
２年

在籍者数
３年

在籍者数
学習内容（科目等）

進学コース 5 普通教科・科目等
教養コース 21 20 芸術・家庭・福祉・商業等

6 簿記，ビジネス情報，財務会計等

27 25
17 11 普通教科・科目等
16 18 情報実習・ビジネス基礎等
9 8 スポーツ理論・社会福祉基礎等
7 8 農業土木設計・造園計画等

49 45
14 12 園芸・食品製造・地域農業等
19 16 ビジネス情報・簿記会計・地域経済等
8 8 食物・被服・保育等

41 36
22 8 普通教科・科目
9 19 体育・生活文化・社会福祉基礎等
8 19 プログラミング・会計実務等

39 46
9 4 観光及び商業に関する科目
7 5 被服・食物・保育等

進学コース 普通教科・科目
音楽コース
美術コース

31 17

171 187 169 「総合学科」５校：527人

1

2

3

4

5

合　計

人文芸術

霧島
H20.4開校
栗野工業

牧園を統合

40

観光マネジメント
生活科学

計

21

川薩清修館
H19.4開校

樋脇
入来商業を統合

80

文理
スポーツ健康

情報マネジメント

計

60

計

40

徳之島
H18.4開校
徳之島

徳之島農業
を統合

40

生物生産
情報ビジネス

生活科学

計

32

芸術に関する幅広い活動を通して専門的な
知識や技術

15 8

系列名

枕崎
H10.4

学科設置
80

文理

ビジネス情報

計

18

鶴翔
H17.4開校
阿久根農業

阿久根
長島を統合

80

アカデミア
情報ビジネス

スポーツ健康科学
環境緑地
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■ 本県公立高校（全日制・定時制）卒業後の進路状況（令和７年３月）

※調査対象：本県公立高校卒業者全員（8,391人）

2,791 

29 
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7 
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3 
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80 

0 

3 

36 

7 

937 

98 
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33 

164 

23 

6 

117 

56 

160 

229 

931 
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58 

98 

1 

31 

75 

69 

125 

19 

11 

24 

2 

10 

1 

0 

11 

2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

普通科

農業科

工業科

商業科

水産科

家庭科

看護科

福祉科

その他学科

総合学科

大学 短大 専修学校等 就職 その他

※ 「その他学科」には，理数科，文理科，文理科学科，体育科，情報科学科，音楽科，美術科，スポーツ健康科，
生活情報科を含む。

※ グラフ内の数値は，項目毎の人数。
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■ 本県公立高校（全日制・定時制・通信制）入学者アンケート（令和７年４月）

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

大学等への進学状況
部活動

取得できる資格・免許
通学の便利さ

学科(系列)
就職状況

高校生の様子
家族からの情報
合格のしやすさ

教育方針や校風・伝統
学校行事

知人(先輩，友人等)からの情報
世間からの評判

特色ある教育内容（学び）
制服
校則

学校説明会や体験入学の内容
中学校の先生からの情報

施設・設備
友だちの受検希望

学習塾の先生からの情報
寮

生徒会活動
特別な配慮を必要とする生徒への支援体制

※調査対象：本県公立高校入学者全員（9,808人）【回答者数6,804人（回答率69.4%）】

あなたは高校を選ぶとき，何を重視しましたか。（五つまで選択可）
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R

７
対前年度
増 減 数

比率

R

6
対前年度
増 減 数

比率

R

5
対前年度
増 減 数

比率 0.01% 3.54%100.0% 96.0% 69.8% 26.2% 0.29% 0.13%

＋222 ＋111 ▲ 61 ＋172 ＋5 ▲ 18 ▲ 2 ＋126

19 2 523

[322]
実数

14,794 14,207 10,325 3,882 43

＋2 ＋81

100.0% 95.5% 70.1% 25.4% 0.23% 0.06% 0.03% 4.16%

▲ 261 ▲ 325 ▲ 132 ▲ 193 ▲ 9 ▲ 10

604
[297]

0.02% 4.65%

実数
14,533 13,882 10,193 3,689 34 9 4
100.0% 95.0% 67.1% 27.8% 0.23% 0.12%

＋57 ▲ 25 ▲ 398 ＋373 ▲ 1 ＋9 ▲ 1 ＋75

33 18 3 679

[307]

職業訓練
機　　関

その他
計

県　　内
公立高校

私 立 ・
高 専 等

実数
14,590 13,857 9,795 4,062

調査
年度

区分
公立及び国
立の中学校
等卒業予定

高校等進学
就　　職

専修学校
各種学校

■ 令和８年３月県内公立及び国立の中学校等卒業予定者の進路希望状況（令和７年７月）

注 １ 「県内公立高校」の欄の[ ]は，全日制普通科における一定枠での学区外入学希望者数の再掲である。
２ 「私立・高専等」は，私立高校及び高専並びに県外の国立・公立高校への進学希望者である。
３ 「その他」は，通信制課程や特別支援学校への進学希望者及び未定者等である。
４ 「比率」は四捨五入しており，比率の合計が各項目の合計と一致しない場合がある。
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■ 令和８年３月県内公立及び国立の中学校等卒業予定者の進路希望状況（令和７年７月）

農業 工業 商業 家庭 水産 看護 福祉 その他

354 1,582 1,304 385 101 8 40 35 145
R

７
対前年度
増 減 数

＋28 ＋18 ▲ 194 ▲ 1 ＋14 ▲ 9 ＋5 0 ＋10

比率 3.6% 16.2% 13.3% 3.9% 1.0% 0.1% 0.4% 0.4% 1.5%

326 1,564 1,498 386 87 17 35 35 135
R

6
対前年度
増 減 数

▲ 3 ▲ 13 ＋60 ▲ 31 ▲ 34 ▲ 11 ▲ 9 ▲ 12 ▲ 27

比率 3.2% 15.3% 14.7% 3.8% 0.9% 0.2% 0.3% 0.3% 1.3%

329 1,577 1,438 417 121 28 44 47 162
R

5
対前年度
増 減 数

▲ 9 ▲ 98 ▲ 10 ▲ 2 ▲ 8 ＋2 ＋13 ＋6 ▲ 12

比率 3.2% 15.3% 13.9% 4.0% 1.2% 0.3% 0.4% 0.5% 1.6%

▲ 61 ＋57 ▲ 106

100% 59.7% 38.8%

実数
10,325 6,162 4,001

[322]

▲ 132 ▲ 52 ▲ 53

100% 59.9% 38.7%

実数
10,193 6,110 3,948

[297]

▲ 398 ▲ 269 ▲ 139

100.0% 59.6% 38.9%

計

実数
9,795 5,841 3,809

[307]

調査
年度

区分 合計 普通科
専　門　学　科 総合

学科

注 １ 「県内公立高校」の欄の[ ]は，全日制普通科における一定枠での学区外入学希望者数の再掲である。
２ 「普通科」には理数科，情報科学科，文理科学科，音楽科，美術科，体育科，スポーツ健康科，文理科，

アスリートスポーツ科，ミライデザイン科を含む。
３ 「専門学科」の「その他」は，生活情報科である。
４ 「比率」は四捨五入しており，比率の合計が各項目の合計と一致しない場合がある。
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説明資料

２ 本県県立高校「普通科」の取組
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出典：「高等学校教育の在り方ワーキンググループ審議まとめ参考資料集」P.58
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出典：「高等学校教育の在り方ワーキンググループ審議まとめ参考資料集」P.59
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出典：文部科学省「新時代に対応した高等学校改革の推進について（令和６年度高校コーディネーター全国フォーラム 配布資料」
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■ 新しい普通科：種子島中央高等学校ミライデザイン科（令和６年度～）
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出典：文部科学省「新時代に対応した高等学校改革の推進について（令和６年度高校コーディネーター全国フォーラム 配布資料」
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出典：「高等学校教育の在り方ワーキンググループ審議まとめ参考資料集」P.81
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出典：文部科学省「新時代に対応した高等学校改革の推進について（令和６年度高校コーディネーター全国フォーラム 配布資料」
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◎ 探究力向上セミナーの開催（年３回）
＊ 探究活動についてのオンライン講習

会を開催。各学校からは生徒３～４人
及び顧問教師１人を１グループとして
参加。

◎ 高校生探究コンテスト
＊ 各高校の代表による発表会

【趣旨】

学習の基盤となる資質・能力や，現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力を育成するため指導と評価の一体化の研究を推進し，

その成果を普及させる。

◎ 研究指定校（３校）の指定（３年間）
（研究推進委員の募集５教科×５人）
＊ 現代的な課題に対応して求められる

資質・能力を，「個別最適な学び」と
「協働的な学び」の視点に基づき育成
する。

令和の日本型学校教育推進支援
プログラム

生徒が超スマート社会に求められる資質・能力を身に付け，進路目標を実現する

【高校教育が目指す方向と課題】
超スマート社会（「Society5.0時代」）において，主体的に学んで必要な情報を判断し，よりよい人生や社会の在り方を考え，多様な人々と協働しな

がら問題を発見し解決していくために必要な力を，生徒一人一人に育んでいくためには，あらゆる教科等に共通した学習の基盤となる資質・能力や，教

科等の学習を通じて身に付けた力を統合的に活用して現代的な諸課題に対応していくための資質・能力を，教育課程全体を見渡して育んでいくことが重

要となる。

【課題１】
○ 高校の授業における指導上の問題

・ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善が不充分

→「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

→「指導と評価の一体化」の充実

→教師のＩＣＴ活用指導力の向上

【課題２】
○ 高校生を取り巻く学習への取組が変化 ○ 高校生を取り巻く進路環境の変化

・ 学習時間の減少や学習意欲の希薄化 ・ 就業構造の変化や進路選択の多様化

・ 生徒の興味・関心，能力・適性の多様化 →キャリア教育・進路指導の充実必要

・ 生徒の自己肯定感の低下

→生徒たちの可能性を引き出す機会が必要

県立高校探究リーダー育成
プログラム

◎ 夏トライ！ グレードアップ・ゼミの
開催（８月初旬）
＊ 大学進学を希望する高校２年生(300

人程度)を対象に授業力のある教員が
授業を行う

＊ 生徒の学習意欲の向上，進路意識の
高揚，学力向上を図ることが目的

生徒支援
プログラム

◎ キャリア・デザインセミナーの開
催（年１回）
＊ 高校生を取り巻く進路環境の大

きな変化を踏まえ,各学校の特色を
生かしたキャリア教育と進路指導
の充実を図ることが目的

キャリア・デザイン
プログラム

【期待される効果】
１ 「主体的・対話的で深い学び」をとおして，新しい時代に求められる資質・能力の育成につながる

２ 生徒の可能性を引き出すことで，生徒の学びに向かう力の向上につながる

３ 各学校の特色を生かしたキャリア教育・進路指導の更なる充実が図られる

■ 未来を切り拓く！新時代に対応した資質・能力育成推進事業
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【目的・必要性】
令和５年６月に閣議決定された新たな教育振興基本計画のコンセプトとして「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」を掲げており，「多様な個人そ

れぞれが幸せや生きがいを感じるとともに、地域や社会が幸せや豊かさを感じられるものとなるための教育の在り方」を実現するために，「幸福感、学校や地域で
のつながり、利他性、協働性、自己肯定感、自己実現等が含まれ、協調的幸福と獲得的幸福のバランスを重視」すべきとしていることから，これまで以上に「主
体的に社会の形成に参画、持続的社会の発展に寄与する」人材の育成が求められている。高等学校におけるこうした人材の育成のため，「主体的・対話的で
深い学び」の核となる探究活動の充実を図る必要がある。

○ 探究活動の基礎
についての講演

○ 分野（地域，社
会，理数，起業，
その他）それぞれ
の課題設定につい
て専門家が説明

イニシャライズ
セミナー

６月

事業の流れ

【事業内容】
○ 県立高校の生徒とその指導を行う教職員を対象に，探究活動の進め方等についてのセミナーを開催し，各高校における探究活動の充実

を図る。

○ 各高校からは，探究活動に興味・関心が高い生徒とその指導を行う教職員が受講登録をしたうえで，各セミナーに参加する。

○ 参加者は，各学校において成果を発表するとともに，探究活動を推進するリーダーとして活動する。

課
題
設
定

○ 分野（地域，社
会，理数，起業，
その他）ごとに設
定した課題につい
て意見交換

○ 今後の探究活動
に向けて専門家に
よる指導助言

セットアップ
セミナー

探
究
活
動

○ 分野（地域，社
会，理数，起業，
その他）ごとに探
究活動について中
間報告と意見交換

○ 今後の報告書作
成に向けて専門家
による指導助言

ブラッシュアップ
セミナー

報
告
書
作
成

探
究
コ
ン
テ
ス
ト

へ
の
参
加
・
発
表

８月 10月 １月

■ 県立高校探究リーダー育成プログラム
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○ 目的
高校生に課題研究等の探究学習の成果を校外で発表する場を提供し，異なる分野

において設定された課題について探究活動を行った生徒と切磋琢磨する経験をさせ
ることにより，探究学習への意欲を高め，これからの時代に求められる思考力・判
断力・表現力等の育成を図る（探究学習を支援・促進するような教師の育成を図る
とともに，本県の更なる探究学習の可能性を展開する）。

○ 対象者：県内公立高等学校に在籍する生徒

○ 令和６年度の結果概要
・ 応 募 数 スライド発表の部 27校47点

ポスター発表の部 21校97点
・ 最終審査会 22校から生徒362人，教員・一般50人

指導助言者26人，企業等13人 計451人
・ 審査結果 スライド発表の部

最優秀賞 自然科学分野：錦江湾
社会科学分野：甲南，曽於

ポスター発表の部 生徒間投票12点，特別賞８団体

■ 高校生探究コンテスト（探究学習成果発表大会）
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○ 目的
⑴ 進学に関し，同じような意識を持った生徒たちが一堂に会し，切磋琢磨しな

がら学習することで，より明確な進学意識の涵養を図る。
⑵ ゼミを公開することで，授業担当教員の資質向上とともに，参観教員の指導

法改善に役立てる。

○ 対象者：県内公立高等学校２年生，各公立高等学校教諭等

○ 令和６年度の状況
・ 参加校：県立23校，市立１校 参加者：参集型147人，オンライン16人

○ 内 容
・ １日目：講演会（60分），授業（60 分×３コマ）
・ ２日目：授業（60 分×２コマ），ワークショップ

○ ワークショップの内容
・ 『探究ワークショップ』

探究の「課題設定」に焦点を当て，様々な視点からテーマについて考え，今
後の探究活動につなげられるよう学び合う。

・ 『主権者教育ワークショップ』
・ 『鹿児島大学による教育志望の生徒のための講座』

■ 夏トライ！グレードアップゼミ（探究ワークショップ）
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■ 高校生サミットIN奄美（奄美群島高校探究コンソーシアム主催）
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■ スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）事業①

○ 事業の趣旨
高等学校及び中高一貫教育校における先進的な科学技術，理科・数学教育を通し

て，生徒の科学的な探究能力等を培い，もって，将来国際的に活躍し得る科学技術
人材等の育成を図ることとする。（ＳＳＨ実施要項より抜粋）

○ 本県指定校（公立）・研究開発課題
・ 錦江湾高校

「生徒の“気づき”から学びを深化させる錦江湾ＳＳＨ探究プロジェクト」
・ 鹿児島中央高校

「協働的な活動の中で主導的な役割を担い，科学的な思考によりさまざま
な課題を解決できる術を身に付け，未来を担う人材の育成 ～現代の『造士
館』を目指してⅡ～」

・ 国分高校
「霧島から世界へ イノベーティブな科学系人材の育成を目指した国分プ

ログラムの開発と展開」
・ 甲南高校

「より良い未来創造に挑戦し続ける科学技術系グローバルリーダーの育成」
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■ スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）事業②

○ ＳＳＨコーディネーター事業
令和７年度 ＳＳＨコーディネーター 採択
目的：① ＳＳＨ校（県立４校）の取組への支援と県内ＳＳＨ校の連携強化

② 高校や大学，県機関，ＮＰＯ法人，企業等との県高校探究コンソー
シアムの構築

③ ＳＳＨ研究開発の成果の普及

○ ＳＳＨ交流フェスタ（令和７年度は，１２月１１日に実施予定）
目的：ＳＳＨ校（５校）及び課題研究に取り組んでいる県内高校生の探究力や

プレゼンテーション能力を高め，新たなる課題を自ら見つけ，考え，判断
し，解決するに至る学びの過程を報告しあうことにより，互いに切磋琢磨
し意識の高揚を図る。また，県下高校理数教育及び文理課題研究の発展と
普及を図るための場とする。

○ 鹿児島科学技術コンソーシアム（仮称）の創設【令和８年度から（予定）】
目的：ＳＳＨ校及び加入を希望する一般校からなる鹿児島科学技術コンソーシ

アムを構成し，鹿児島県における探究活動を充実させるとともに，理数教
育発展と科学技術人材の育成を目指す。
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出典：「高等学校教育の在り方ワーキンググループ審議まとめ参考資料集」P.79
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出典：「高等学校教育の在り方ワーキンググループ審議まとめ参考資料集」P.72
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出典：「高等学校教育の在り方ワーキンググループ審議まとめ参考資料集」P.73
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■ 高等学校ＤＸ加速化推進事業（普通科高校の事例）

○ 内容
・ 情報，数学等の教育を重視するカリキュラムを実施すると

ともに，ＩＣＴを活用した文理横断的・探究的な学びを強化
する学校などに対して，そのために必要な環境整備の経費を
支援

○ 普通科を設置する採択校
・ 基本類型（12校）

⇒ 鶴丸，伊集院，川内，薩摩中央，出水，蒲生，加治木，
垂水，種子島中央，大島，古仁屋，喜界

○ デジタル機器の導入事例
・ 普通教室に短焦点壁掛けプロジェクター設置
・ グラフィックボード登載高性能ＰＣ，３Ｄプリンタ
・ 裸眼で立体的な映像を体験できる空間再現ディスプレイ
・ 教育用ロボット，ドローン など
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出典：「高等学校教育の在り方ワーキンググループ審議まとめ参考資料集」P.74
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■ 国際理解教育①

１ グローバル人材育成事業（留学支援促進事業）
短期海外派遣プログラムに学校教育活動の一環として参加する生徒を対
象に支援金を支給

〔令和６年度〕応募３校50人，支給20人（鹿児島育英館高校）

２ 世界を広げる英語コミュニケーション能力育成事業
⑴ 高校生イングリッシュトレーニングキャンプ（１泊２日）

高校生が県内のＡＬＴと英語によるコミュニケーションを体験
〔令和６年度〕県内公立高校24校，生徒75人参加

⑵ 世界とつながれ！かごしまグローバル人材育成講演会（留学フェア）
専門家による講演，留学経験者による留学体験報告，ＡＬＴによる
母国紹介・英会話体験
〔令和６年度〕小学生13人，中学生25人，高校生69人，

保護者・一般78人，教職員９人 計194人参加
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■ 国際理解教育②

２ 世界を広げる英語コミュニケーション能力育成事業
⑶ English Café in Kagoshima

ＡＬＴとの交流
〔令和６年度〕
①公立高校17校，生徒93人，教員17人，ＡＬＴ18人 計128人参加
②公立高校９校，生徒22人，ＡＬＴ13人 計35人参加

３ 教室から世界へ！かごしまグローバルクラスルーム事業
県内の中・高等学校と海外校（台湾，ベトナム，オーストラリア）間で

のオンライン交流（年４回）と派遣交流
〔令和６年度〕

・オンライン交流：中学校８校，高校10校
・派遣交流：中学校８人，高校10人（各校代表者１人）

４ ＡＬＴ活用促進事業
〔令和７年度〕高校教育課配置２人，高校配置36人
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出典：「高等学校教育の在り方ワーキンググループ審議まとめ参考資料集」P.77

-37-


